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これまでの我々の研究から、酸素呼吸を行う大腸菌での自然突然変異の重要な原因として酸素ラジ

カルによる自然 DNA 損傷が浮かび上がってきた。しかしながら、そのような自然 DNA 損傷がど

のようにして変異の発生につながるのかについてはほとんど不明である。そこで、スーパーオキシ

ドディスムターゼ（SOD）欠損株で生じる変異の誘発機構に関して、詳細な遺伝学的解析を行った。

これまでに、グリコールアルデヒドがスーパーオキシドにより酸化されて生じるグリオキサールの

発生が SOD 欠損株での変異誘発に関与する結果を示唆する結果を得ていた。今回、この変異誘発

過程にはヌクレオチド除去修復は関与しないが、TLS ポリメラーゼが関与することを発見した。さ

らに、グリオキサールの発生が実際に細胞内で変異を誘発していることを示すデータを得た。また、

昨年度に発見したヌクレオチド除去修復機構（NER）に依存する変異誘発経路の解析を進め、その

過程に転写共役因子 Mfd および DNA ポリメラーゼ I が関与することを明らかにした。興味深いこと

に、分裂を停止した細胞においても NER の過剰発現は突然変異を誘発することが見いだされ、非増

殖細胞における自然突然変異の発生が可能であることが示された。発がんの原因となる自然突然変異

の発生プロセスは増殖細胞に注目して研究が行われてきたが、今回の発見は非増殖細胞での変異誘発

の重要性を示唆するものと注目される。                        
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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intestinal tumorigenesis.
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Cancer Research 有 67(14) 2 0 0 7 6599-6604 
 

著 者 名 論  文  標  題 
F. Yanagihara The dnaE173 mutator mutation confers on the a subunit of Escherichia coli DNA 
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13. 備考 
 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


